
証券コード 9051
平成30年６月12日

株 主 各 位
宮城県名取市下余田字中荷672番地の1

代表取締役会長兼CEO 久保田 晴 夫
　

第59回定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

　さて、当社第59回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいま

すようご通知申しあげます。

　なお、当日ご出席願えない場合は、書面により議決権を行使することができますので、

お手数ながら後記「株主総会参考書類」をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用

紙に賛否をご表示いただき、平成30年６月27日（水曜日）午後５時30分までに到着するよ

う、折返しご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬 具
記

　
1. 日 時 平成30年６月28日（木曜日）午前10時（受付開始 午前９時）

2. 場 所 宮城県名取市下余田字中荷672番地の１

センコン物流株式会社 名取本社会議室

(末尾の「会場ご案内図」をご参照ください。）

3. 目 的 事 項

報 告 事 項 1. 第59期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）事業報告

の内容、連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査等委員会

の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第59期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）計算書類

の内容報告の件

決 議 事 項

　第１号議案 剰余金の処分の件

　第２号議案 取締役(監査等委員である取締役を除く。)４名選任の件

以 上

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
(お願い） 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出

くださいますようお願い申しあげます。
(お知らせ）株主総会参考書類、事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が生じた場合

には、インターネット上の当社ウェブサイト (http://www.senkon.co.jp）にて、
修正後の内容を掲載させていただきます。
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(添付書類)

事 業 報 告

（平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで）

　

1. 企業集団の現況に関する事項

　(1) 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、底堅い企業収益と設備投資を背景に、

雇用・所得環境の改善による個人消費の持ち直しなど緩やかな回復基調で推移し

ましたが、海外政治・経済の不安定さの影響が懸念され、引き続き不透明な状況

が続きました。

　当社グループを取り巻く経営環境におきましては、緩やかな景気回復基調を受

け国内貨物輸送量も増加傾向で推移しましたが、労働力不足による人件費関連コ

ストの増加や外注費の上昇など、引き続き厳しい状況で推移しました。

　このような経営環境のなかで当社グループは、各事業分野において社会環境等

の変化や顧客ニーズに対応したソリューション型の営業活動及びＣＳ（顧客満足）

活動を展開するとともに、継続した３ＰＬ（企業物流の包括的受託）事業、アウ

トソーシング事業、フォワーディング事業、レコードマネジメントサービス事業

及びトランクルーム事業の拡張に向けた取り組みと東北農業の特徴を活かしたア

グリ事業の構築や地方公共団体からの海外ビジネス支援業務の受託など、業容拡

大に努めてまいりました。

　この結果、当連結会計年度の営業収益は15,872百万円（対前年同期比108.1％）、

営業利益は249百万円（対前年同期比122.3％）、経常利益は経営者保険解約による

受取保険金及び投資有価証券売却益などの計上と営業外費用の減少により、284百

万円（対前年同期比225.7％）となりましたが、親会社株主に帰属する当期純損益

は関連会社等に対する貸付債権の一部について、貸倒引当金繰入額を計上したこ

となどにより、95百万円の損失（前年同期は147百万円の利益）となりました。
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　なお、事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。
　(運送事業)

　運送事業につきましては、建設関連貨物及び海上コンテナ貨物の取扱いが増加
したことなどにより、営業収益は4,847百万円（対前年同期比102.6％）となりま
した。営業利益は、自社トラック輸送比率の低下による外注費の増加などにより、
27百万円（対前年同期比32.8％）となりました。

　(倉庫事業)
　倉庫事業につきましては、化学製品、精密機械及び情報管理サービスの取扱高
が増加したことなどにより、営業収益は2,557百万円（対前年同期比101.7％）と
なりました。営業利益は、増収効果と倉庫メンテナンス費用及び減価償却費が減
少したことなどにより、560百万円（対前年同期比108.1％）となりました。

　(乗用車販売事業)
　乗用車販売事業につきましては、新車及び中古車販売台数の増加に加え、車
検・修理等のサービス部門の取扱いも増加したことにより、営業収益は7,238百万
円（対前年同期比104.7％）となりました。営業利益は、増収効果により、206百
万円（対前年同期比112.6％）となりました。

　(再生可能エネルギー事業)
　再生可能エネルギー事業につきましては、昨年3月に茨城県北茨城市に設置した
太陽光発電施設が稼働したことにより、営業収益は254百万円（対前年同期比
117.7％）となりました。営業利益は、増収効果により、66百万円（対前年同期比
156.6％）となりました。

　(アグリ事業)
　アグリ事業につきましては、米穀の卸販売を開始したことなどにより、営業収
益は745百万円（対前年同期比1,710.8％）となりました。営業損益は、米穀仕入
単価の高騰による粗利の低下と本事業の構築に向けた先行投資などにより、125百
万円の損失（前年同期は36百万円の損失）となりました。

　(その他の事業)
　その他の事業につきましては、不動産事業において販売物件が減少したことに
加え、海外向け食品・日用品等の取扱いが減少したことなどにより、営業収益は
368百万円（対前年同期比88.7％）となりました。営業損益は、採石事業に係る先
行投資の減少とリース物件が増加したことなどにより、96百万円の損失（前年同
期は183百万円の損失）となりました。

(注) 当連結会計年度より、従来「金融事業」として記載していた報告セグメントについては、重要
性が乏しくなったことに伴い、「その他の事業」の区分に含めており、また、従来「その他の
事業」に含まれていた「アグリ事業」について、量的な重要性が増したため、報告セグメント
として記載する方法に変更しております。これに伴い、当連結会計年度からは、「運送事業」、
「倉庫事業」、「乗用車販売事業」、「再生可能エネルギー事業」、「アグリ事業」、「その他の事業」
の６つの事業に変更しております。
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　(2) 設備投資の状況
　当連結会計年度中に実施いたしました設備投資の総額はリースを含めて895百万
円であり、その主な内容は次のとおりであります。

　 当連結会計年度中に実施した主要な設備投資
運送事業…輸送車両の取得
倉庫事業…物流拠点用地の取得、保管機器の取得
アグリ事業…農産物生産機器の取得

　(3) 資金調達の状況
　当連結会計年度中に実施いたしました設備投資の所要資金は、自己資金と金融
機関からの借入金で賄いました。

　

　(4) 対処すべき課題
　当社グループを取り巻く経営環境におきましては、受注獲得に向けた価格競争
に加え、原油価格の変動や労働力不足による人件費関連コストの増加及び外注費
の上昇など、依然として不透明な状況が続くものと思われます。
　このような経営環境のなかで当社グループは、引き続き社会環境等の変化や顧
客ニーズに対応したソリューション型の営業活動及びＣＳ（顧客満足）活動の展
開による新規顧客の獲得と既存顧客の取引拡大に努めながら、労働環境の改善、
人材育成、安全教育、安全管理及び内部管理体制の充実を図るとともに、環境負
荷軽減の対策に取り組んでまいります。
　また、当社グループ間での情報共有化を行い、個々の事業の特長を総合的に活
かした新たなビジネスモデルの構築と採算性を重視した事業活動を実施していく
所存であります。
　株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご支援とご鞭撻を賜ります
ようお願い申しあげます。
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　(5) 財産及び損益の状況の推移
　

区 分
第56期

(平成27年３月期)
第57期

(平成28年３月期)
第58期

(平成29年３月期)

第59期
(当連結会計年度)
(平成30年３月期)

営 業 収 益(千円) 14,015,885 14,240,005 14,681,483 15,872,413

経 常 利 益(千円) 298,319 201,903 125,971 284,290

親会社株主に帰属する当期
純利益または当期純損失(△)

(千円) 153,626 67,668 147,979 △95,055

１株当たり当期純利益
または当期純損失(△)

　(円) 32.43 14.29 31.24 △20.07

総 資 産(千円) 17,737,351 18,381,041 18,163,790 18,573,790

純 資 産(千円) 4,681,954 4,673,937 4,811,166 4,661,053

　(6) 重要な親会社及び子会社の状況

　 ① 親会社の状況

該当事項はありません。

　 ② 重要な子会社の状況

会 社 名 資本金 議決権比率 主要な事業内容

㈱ ホ ン ダ カ ー ズ 埼 玉 西 90,000千円 84.7％ 乗用車販売事業

センコンインベストメント㈱ 90,000 100.0 不動産事業、金融及びリース事業

㈱センコンエンタープライズ 30,000 100.0
葬祭事業、再生可能エネル
ギー事業、採石事業

センコンテクノサービス㈱ 30,000 100.0
中古自動車販売事業、再生
可能エネルギー事業

㈱ セ ン コ ン フ ァ ー ム 10,000 35.0 アグリ事業

(注) 1. センコンテクノサービス㈱に対する議決権比率のうち、25.0％はセンコンインベストメン
ト㈱を通じた間接所有であります。

2. ㈱センコンファームは、前連結会計年度において非連結子会社でありましたが、重要性が
増したため、当連結会計年度より新たに連結の範囲に含めております。

　

　 ③ 当事業年度末日における特定完全子会社の状況

該当事項はありません。
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　(7) 主要な事業内容（平成30年３月31日現在）

運送事業 一般貨物自動車運送事業、貨物運送取扱事業、国際航空海上

貨物取扱業、３ＰＬ（企業物流の包括的受託）事業

倉庫事業 倉庫業、通関業、３ＰＬ（企業物流の包括的受託）事業、商

物一体物流サービス事業

乗用車販売事業 本田技研工業㈱製造車両の仕入・販売・修理、他メーカーの

新・中古自動車の仕入・販売事業

再生可能エネル
ギー事業

太陽光発電事業

アグリ事業 農産物の生産・仕入・販売・宅配サービス事業

その他の事業 不動産事業、リース事業、物流機器等の販売事業、葬祭事業、

採石事業
　

　(8) 主要な営業所（平成30年３月31日現在）

　 ① 当社

仙 台 本 社 (宮城県仙台市青葉区) 花 巻 営 業 所 (岩手県花巻市)

名 取 本 社 (宮城県名取市) 岩 手 営 業 所 (岩手県胆沢郡金ヶ崎町)

本 社 営 業 所 (宮城県名取市) 盛 岡 営 業 所 (岩手県紫波郡矢巾町)

仙台空港営業所 (宮城県名取市) 秋 田 営 業 所 (秋田県秋田市)

港 営 業 所 (宮城県仙台市宮城野区) 山 形 営 業 所 (山形県天童市)

古 川 営 業 所 (宮城県大崎市) 福 島 営 業 所 (福島県本宮市)

仙台北部ロジスティクスセンター (宮城県黒川郡大和町) 新 潟 営 業 所 (新潟県北蒲原郡聖籠町)

北 上 営 業 所 (岩手県北上市) 関 東 営 業 所 (東京都江東区)
　
(注) 登記上の本店所在地は、名取本社（宮城県名取市下余田字中荷672番地の１）となります。

　
　 ② 子会社

㈱ホンダカーズ埼玉西 本社（埼玉県狭山市）

センコンインベストメント㈱ 本社（宮城県名取市）

㈱センコンエンタープライズ 本社（宮城県名取市）

センコンテクノサービス㈱ 本社（宮城県名取市）

㈱センコンファーム 本社 (宮城県仙台市青葉区)
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(9) 従業員の状況（平成30年３月31日現在）

従 業 員 数 前期末比増減

394名 11名減

(注) 上記の従業員数には、臨時従業員146名（嘱託、パートタイマー、アルバイト）は含んでおり
ません。

(10) 主要な借入先（平成30年３月31日現在）

借 入 先 借 入 金 残 高

㈱ 七 十 七 銀 行 1,528,500千円

農 林 中 央 金 庫 990,000

㈱ 東 邦 銀 行 906,095

㈱ 商 工 組 合 中 央 金 庫 868,950

㈱ 山 形 銀 行 773,610
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2. 会社の株式に関する事項（平成30年３月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 21,712,000株

(2) 発行済株式の総数 5,651,000株（自己株式914,406株を含む)

(3) 株主数 1,145名

(4) 大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

久 保 田 純 子 864,380株 18.24％

㈱ 日 立 物 流 500,000 10.55

花 澤 隆 太 444,100 9.37

ニ ッ コ ン ホ ー ル デ ィ ン グ ス ㈱ 422,000 8.90

㈱ プ ロ フ ィ ッ ト イ ノ ベ ー シ ョ ン 200,000 4.22

㈱ 七 十 七 銀 行 148,000 3.12

㈲ ハ ナ ザ ワ ・ コ ー サ ン 123,000 2.59

久 保 田 賢 二 120,800 2.55

三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 ㈱ 70,000 1.47

㈱ ア グ レ ッ ク ス 68,000 1.43

(注) 1. 当社は自己株式(914,406株)を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
2. 持株比率は自己株式(914,406株)を控除して計算し、小数点第３位以下を切り捨てて表示し

ております。

　(5) その他株式に関する重要な事項

単元株式数の変更

平成29年８月９日開催の取締役会決議に基づき、平成29年10月１日付で単元株

式数を1,000株から100株に変更いたしました。
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3. 会社の新株予約権等に関する事項

　(1) 当社役員が保有している新株予約権等の状況（平成30年３月31日現在）

① 平成22年６月29日開催の第51回定時株主総会決議に基づき、平成22年10月７

日開催の取締役会決議によるストックオプション（新株予約権）

　 1. 新株予約権の数

116個（新株予約権１個につき1,000株）

　 2. 新株予約権の目的である株式の種類及び数

　 普通株式 116,000株

　 3. 新株予約権の払込金額

　 払込みを要しない

　 4. 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

　 １個当たり 734,000円（１株当たり 734円）

　 5. 新株予約権の権利行使期間

　 平成24年10月23日から平成32年10月６日まで

　 6. 新株予約権の行使の条件

ア．新株予約権の割当てを受けた者（以下、「新株予約権者」という。）は、

権利行使時においても、当社並びに当社子会社の取締役、執行役員、監査

役及び従業員のいずれかの地位にあることを要する。ただし、当社取締役

会が承認した場合にはこの限りではない。

イ．新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使できるものとする。

ただし、下記ウ．に規定する「新株予約権割当契約」に定める条件による。

ウ．その他の条件については、取締役会決議に基づき、別途当社と新株予約

権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

　 7. 当社役員の保有状況

区 分 目的である株式の数 保 有 者 数

取締役（監査等委員を除く） 116,000株 ４名
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② 平成23年６月29日開催の第52回定時株主総会決議に基づき、平成23年７月12

日開催の取締役会決議によるストックオプション（新株予約権）

　 1. 新株予約権の数

120個（新株予約権１個につき1,000株）

　 2. 新株予約権の目的である株式の種類及び数

　 普通株式 120,000株

　 3. 新株予約権の払込金額

　 払込みを要しない

　 4. 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

　 １個当たり 595,000円（１株当たり 595円）

　 5. 新株予約権の権利行使期間

　 平成25年７月29日から平成33年７月９日まで

　 6. 新株予約権の行使の条件

ア．新株予約権の割当てを受けた者（以下、「新株予約権者」という。）は、

権利行使時においても、当社並びに当社子会社の取締役、執行役員、監査

役及び従業員のいずれかの地位にあることを要する。ただし、当社取締役

会が承認した場合にはこの限りではない。

イ．新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使できるものとする。

ただし、下記ウ．に規定する「新株予約権割当契約」に定める条件による。

ウ．その他の条件については、取締役会決議に基づき、別途当社と新株予約

権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

　 7. 当社役員の保有状況

区 分 目的である株式の数 保 有 者 数

取締役（監査等委員を除く） 120,000株 ４名

　

　(2) 当事業年度中に従業員等に職務執行の対価として交付した新株予約権の状況

該当事項はありません。
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4. 会社役員に関する事項（平成30年３月31日現在）

　(1) 取締役の氏名等

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 会 長 兼 CEO 久保田 晴 夫

㈱ホンダカーズ埼玉西代表取締役会長、センコ
ンインベストメント㈱代表取締役社長、㈱セン
コンエンタープライズ代表取締役社長、センコ
ンテクノサービス㈱代表取締役社長、㈱センコ
ンファーム代表取締役社長、㈱センコンアグリ
宮城代表取締役社長

代表取締役社長社長執行役員 久保田 賢 二

専 務 取 締 役 及 川 猛
社長室長、アグリビジネス部長、ＳＫロジネッ
ト㈱代表取締役社長、フーズロイヤル㈱代表取
締役社長

常 務 取 締 役 柴 崎 敏 明 管理本部長、内部監査室長

取 締 役 （監 査 等 委 員） 小 柏 薫 小柏薫税理士事務所代表

取 締 役 （監 査 等 委 員） 佐 藤 裕 一
弁護士法人杜協同阿部・佐藤法律事務所代表社
員弁護士

取 締 役 （監 査 等 委 員） 秋 元 雅 宏 ㈱ＤＯＡ代表取締役社長

(注) 1. 当社は平成29年６月29日開催の第58回定時株主総会の承認を得て、同日をもって監査等委
員会設置会社に移行いたしました。これに伴い、同日付で小柏 薫、佐藤裕一及び秋元雅
宏の各氏が取締役（監査等委員）に選任され、就任しております。

2. 平成29年６月29日開催の第58回定時株主総会終結の時をもって、常勤監査役山﨑 收及び
監査役花澤隆太の両氏は任期満了により退任いたしました。

3. 取締役（監査等委員）小柏 薫、佐藤裕一及び秋元雅宏の各氏は、社外取締役であり、東
京証券取引所（JASDAQ市場）が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生じるおそれのな
い独立役員として届け出ております。

4. 取締役（監査等委員）小柏 薫氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する
相当程度の知見を有しております。

5. 取締役（監査等委員）佐藤裕一氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務に関する相当
程度の知見を有しております。

6. 当社は監査等委員会の職務を補助するものとして、監査等委員会事務局を設置し、重要会
議等を通じて情報の収集を行うほか、内部統制システムを通じた組織的監査を実施するこ
とにより監査の実効性を確保していることから、常勤の監査等委員を選定しておりません。

7. 当社は経営意思決定の迅速化及び経営責任の明確化を図るため、執行役員制度を導入して
おります。当期末における取締役を兼務している執行役員以外の執行役員は次のとおりで
あります。

地 位 氏 名 担 当

常 務 執 行 役 員 吉 川 淳 也
営業本部長、フォワーディング事業部長、
ＡＥＯ管理室長

執 行 役 員 成 田 浩 憲 アウトソーシング事業部長

執 行 役 員 見 崎 以知郎 Klassy・ＲＭ事業統括部長

執 行 役 員 佐 藤 義 則 運輸事業部長、第一営業部長
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　(2) 責任限定契約の内容の概要

当社は社外取締役（監査等委員）小柏 薫、佐藤裕一及び秋元雅宏の各氏と会

社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の賠償責任を限定する契

約を締結しており、当該契約に基づく賠償の限度額は法令が規定する最低責任限

度額であります。
　
　(3) 取締役及び監査役の報酬等の額

区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 額

取締役（監査等委員を除く） 　 ４名 106,877千円
（うち社外取締役） 　（ ― ） （ ― ）

取 締 役 （監 査 等 委 員） ３名 6,825千円
（うち社外取締役） （３名） （6,825千円）

監 査 役 ３名 2,925千円
（うち社外監査役） （２名） （2,275千円）

合 計 10名 116,627千円
（うち社外役員） （５名） （9,100千円）

(注) 1. 平成29年６月29日開催の第58回定時株主総会決議による限度額
　 取締役（監査等委員を除く） 年額 144,000千円
　 取締役（監査等委員） 年額 24,000千円
2. 平成19年６月28日開催の第48回定時株主総会決議による限度額
　 取締役 年額 144,000千円
　 監査役 年額 24,000千円
3. 上記報酬等の額には、当事業年度において費用計上した役員退職慰労引当金繰入額13,517

千円（取締役（監査等委員を除く）12,767千円、取締役（監査等委員）525千円、監査役
225千円）を含めております。

4. 監査役に対する報酬等の額は監査等委員会設置会社移行前の期間に係るものであり、取締
役（監査等委員）に対する支給額は監査等委員会設置会社移行後の期間に係るものであり
ます。

5. 上記報酬等の額のほか、平成29年６月29日開催の第58回定時株主総会決議に基づき、役員
退職慰労金を退任監査役２名に対して9,200千円（うち社外監査役１名3,900千円）を支給
しております。

6. 上記報酬等の額のほか、社外役員が当社子会社から受けた役員としての報酬は500千円で
あります。
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5. 社外役員に関する事項

(1) 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該法人等との関係

① 社外取締役（監査等委員）小柏 薫氏は、小柏薫税理士事務所の代表を兼職

しております。当社と同事務所との間に取引関係はありません。

② 社外取締役（監査等委員）佐藤裕一氏は、弁護士法人杜協同阿部・佐藤法律

事務所の代表社員弁護士を兼職しております。当社と同事務所との間で顧問契

約を締結しておりますが、その顧問料は僅少であります。

③ 社外取締役（監査等委員）秋元雅宏氏は、㈱ＤＯＡの代表取締役を兼職して

おります。当社と同社との間には、同社が運営する「Ｂ.Ｅ.Ａ.Ｔ」における利

用者としての取引がありますが、その取引金額は僅少であります。

(2) 主要取引先等特定関係事業者との関係

該当事項はありません。

　(3) 当事業年度における主な活動状況

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

社 外 取 締 役
（監査等委員）

小 柏 薫

当事業年度に開催された取締役会14回のうち13回、また
監査役会４回のうち４回及び監査等委員会10回のうち10
回に出席し、主に税理士としての専門的見地から発言を
行っております。

社 外 取 締 役
（監査等委員）

佐 藤 裕 一
就任後に開催された取締役会11回のうち10回、また監査
等委員会10回のうち９回に出席し、主に弁護士としての
専門的見地から発言を行っております。

社 外 取 締 役
（監査等委員）

秋 元 雅 宏
就任後に開催された取締役会11回のうち11回、また監査
等委員会10回のうち10回に出席し、主に企業経営者とし
ての豊富な経験・見地から発言を行っております。

　

(注) 当社は、平成29年６月29日開催の定時株主総会の承認を得て、同日をもって監査等委員会設置
会社に移行いたしました。小柏 薫氏は同日付で社外監査役を退任し、社外取締役（監査等委
員）に就任しております。上記は当該移行前の監査役会及び移行後の監査等委員会の出席の状
況を記載しております。
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6. 会計監査人の状況

　(1) 会計監査人の名称 ＲＳＭ清和監査法人

　

　(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

① 公認会計士法第２条第１項の業務に係る報酬等の額

26,000千円

② 当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の

合計額

26,000千円
(注) 1. 会計監査人の報酬等について監査等委員会が同意した理由

監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」
を踏まえ、監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠などが
適切であるか確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等について会社法第399条第１項
の同意を行っております。

2. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に
基づく監査の監査報酬の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、
当該事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

　

　(3) 非監査業務の内容

　該当事項はありません。

　

　(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　当社監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該

当すると認められる場合には、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解

任いたします。この場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任した旨及

び解任の理由を解任後最初に招集される株主総会において報告いたします。

　また、当社監査等委員会は、会計監査人の職務の執行状況や当社の監査体制等

を勘案して会計監査人の変更が必要であると認められる場合には、株主総会に提

出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。
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7. 会社の体制及び方針

　業務の適正を確保する体制

　当社は、会社法及び会社法施行規則に定める「業務の適正を確保するための体制」

について、取締役会において決議しております。その概要は以下のとおりでありま

す。

(1) 取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための

体制

　取締役を含む役職員が法令及び定款を遵守し、健全な社会規範の下にその職務

を執行するため、「企業倫理規程」を定める。

　また、その周知徹底を図るため、法務部門の強化を行い、コンプライアンス体

制の整備と充実に努め、代表取締役社長を委員長とした各部門の本部長等を構成

員とする「リスク管理委員会」を最低年１回開催し、倫理規程の見直しその他、

職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための方策について見直し

や対応を検討する。

　

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　取締役の意思決定及び職務の執行、取締役への報告等に関する重要な情報につ

いては、社内規程に従うほか、法令に準拠した適切な保管・管理を行う。

　また、取締役は、常時、これを閲覧できるものとする。

　

(3) 損失の危機の管理に関する規程その他の体制

　当社及び子会社の財務、法務、環境、情報セキュリティ、災害等に関するリス

クについては、それぞれの担当部署にて、社内規程・業務マニュアル等を作成・

配布し、必要に応じて研修の実施を行うものとする。

　また、リスク情報を集約し、職務執行への活用を図るとともに、緊急事態が生

じた場合、速やかに対応責任者となる担当取締役を定め、損失の危機に迅速に対

応する体制を構築する。

　

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

① 取締役会を毎月１回開催し、法令に定められた事項や経営に関する重要事項

について審議、決定するとともに、取締役の職務執行の状況について監督する。
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② 経営戦略等の重要事項の意思決定のプロセスは、事前に常務会や経営会議を

活用し、十分な議論を重ねて執行決定を行うものとする。

③ 「組織規程」「職務権限規程」及び「業務分掌規程」等の社内規程に基づき、

権限の委譲が行われ、各レベルの責任者が適正かつ効率的に職務の執行が行わ

れる体制を確保する。

(5) 当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体

制

① 当社は子会社の事業戦略に基づく意思決定及び業務の適正を確保するため

「関係会社管理規程」を定め、この規程に従い所管部署が適正に管理し、内部監

査室が「内部監査規程」に基づき、子会社の監査を行う。

② 子会社については、経営の自主性を尊重しつつ、子会社の業務及び取締役等

の職務の執行に係る状況を定期的に当社の取締役会に報告し、重要な案件につ

いては、事前協議を行い当社の承認を要する体制とする。

　

(6) 監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項及び当該使用人の取締役

（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項並びに当該使用

人に対する監査等委員会の指示の実効性の確保に関する事項

① 監査等委員会は、必要に応じて監査等委員の業務補助のため補助者を置くこ

ととし、その人事については監査等委員会の同意のもと、取締役会が決定し、

取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立を確保する。

② 当該使用人が他部署の使用人を兼務する場合は、監査等委員会に係る業務を

優先して従事するものとする。また、兼務する他部署の上長及び取締役（監査

等委員である取締役を除く。）は、当該業務の遂行にあたって要請があった場合

は、必要な支援を行う。

　

(7) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等委員会に報告す

るための体制及び報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱

いを受けないことを確保するための体制

① 監査等委員は、取締役会のほか、重要な意思決定のプロセス及び業務の執行

状況を把握するため、その他の重要な会議に出席するとともに、主要な稟議書

や業務執行に関する重要な文書を閲覧し、必要に応じて取締役（監査等委員で

ある取締役を除く。）または使用人にその説明を求めることとする。
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② 当社及び子会社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）、使用人等は、

次のような当社及び子会社に重大な影響を及ぼす事項が発生またはその恐れが

ある場合は、速やかに監査等委員会に報告する。

・財務及び事業に重大な影響を及ぼす事項

・重大な法令・定款違反

・その他コンプライアンス上重大な事項

③ 監査等委員会に対して前号の報告を行ったことを理由として、当該報告者は

何ら不利益な取扱いを受けないものとする。

　

(8) 監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続きその

他の当該職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する

事項

　監査等委員がその職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還等の請求

をしたときは、当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除

き、速やかに当該費用または債務を処理する。

(9) その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　監査等委員は、取締役会のほか、重要な会議に出席し意見を述べるとともに、

代表取締役及び会計監査人並びに内部監査人と定期的に会合をもち、会社が対処

すべき課題、監査等委員会の監査の状況、監査上の重要課題等について意見交換

し、併せて必要と判断される要請を行う。

　

［反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況］

(1) 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

　当社は、反社会的勢力との関係を根絶することを基本的な方針としており、企

業倫理規程及び行動基準細則に「社会の秩序や企業の健全な活動に脅威を与える

反社会的な勢力に対して、経済的な利益は供与しない」と定め、全社的に取り組

んでいる。

　

(2) 反社会的勢力排除に向けた整備状況

・具体的な対応に関してはマニュアル等を整備し、対応手順を明確にしている。

・万が一問題が生じた場合、対応統括部署である総務部が顧問弁護士や所轄警察

署等の専門家に相談の上、適切に対処するようにしている。
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[業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要]

　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他

会社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりでありま

す。

(1) 内部統制システム全般

　当社及び子会社の内部統制システム全般の整備・運用状況を当社の内部監査室

がモニタリングし、改善を進めております。

　

(2) コンプライアンス

　当社は、当社及び子会社の使用人に対し、その階層に応じて必要なコンプライ

アンスについて、社内研修での教育及び会議体での説明を行い、法令及び定款を

遵守するための取組みを継続的に行っております。

　また、当社はコンプライアンス規程により相談・通報体制を設けており、コン

プライアンスの実効性向上に努めております。

　

(3) リスク管理体制

　リスク管理委員会において、各部門及び子会社から報告されたリスクのレビュ

ーを実施して全社的な情報共有に努めたほか、当該リスクの管理状況について取

締役会に報告いたしました。

　

(4) 内部監査

　内部監査室が作成した内部監査計画に基づき、当社及び子会社の内部監査を実

施いたしました。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
(注) 事業報告中の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
(平成30年３月31日現在)

(単位：千円)
　

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 5,550,707 流 動 負 債 6,480,127

現 金 及 び 預 金 1,990,703 支払手形及び営業未払金 1,636,736

受取手形及び営業未収入金 1,642,847 短 期 借 入 金 1,275,000

営 業 貸 付 金 109,449 １年以内返済予定長期借入金 2,054,724

商 品 860,785 リ ー ス 債 務 189,913

貯 蔵 品 39,000 未 払 法 人 税 等 98,654

繰 延 税 金 資 産 53,532 未 払 消 費 税 等 109,757

そ の 他 956,366 賞 与 引 当 金 74,360

貸 倒 引 当 金 △101,977 役 員 賞 与 引 当 金 11,000

固 定 資 産 13,023,082 繰 延 税 金 負 債 2,366

有 形 固 定 資 産 11,327,646 そ の 他 1,027,614

建 物 及 び 構 築 物 3,202,574 固 定 負 債 7,432,610

機械装置及び運搬具 2,149,830 長 期 借 入 金 6,071,344

土 地 4,958,200 リ ー ス 債 務 673,884

建 設 仮 勘 定 663,723 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 153,537

そ の 他 353,316 退 職 給 付 に 係 る 負 債 213,769

無 形 固 定 資 産 160,202 長 期 未 払 金 226,521

借 地 権 107,641 資 産 除 去 債 務 40,357

ソ フ ト ウ ェ ア 41,817 そ の 他 53,195

電 話 加 入 権 8,986 負 債 合 計 13,912,737

施 設 利 用 権 1,757 純 資 産 の 部

投 資 そ の 他 の 資 産 1,535,234 株 主 資 本 4,420,542

投 資 有 価 証 券 367,138 資 本 金 1,262,736

長 期 貸 付 金 561,878 資 本 剰 余 金 1,188,979

繰 延 税 金 資 産 137,371 利 益 剰 余 金 2,572,520

そ の 他 918,463 自 己 株 式 △603,693

貸 倒 引 当 金 △449,617 その他の包括利益累計額 39,153

その他有価証券評価差額金 29,910

為 替 換 算 調 整 勘 定 5,562

退職給付に係る調整累計額 3,680

新 株 予 約 権 22,868

非支配株主持分 178,488

純 資 産 合 計 4,661,053

資 産 合 計 18,573,790 負債及び純資産合計 18,573,790
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連 結 損 益 計 算 書

（平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額
営 業 収 益 15,872,413
営 業 原 価 13,660,181

営 業 総 利 益 2,212,231
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,962,392

営 業 利 益 249,838
営 業 外 収 益

受 取 利 息 25,427
受 取 配 当 金 10,211
受 取 手 数 料 3,628
受 取 保 険 金 20,805
投 資 有 価 証 券 売 却 益 64,050
そ の 他 39,836 163,960

営 業 外 費 用
支 払 利 息 81,617
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 5,000
為 替 差 損 4,923
そ の 他 37,967 129,508
経 常 利 益 284,290

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 10,347
そ の 他 269 10,616

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 0
固 定 資 産 除 却 損 11,181
役 員 退 職 慰 労 金 15,325
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 171,155
関 係 会 社 株 式 評 価 損 8,153
投 資 有 価 証 券 評 価 損 12 205,828
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 89,078
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 153,821
法 人 税 等 調 整 額 12,082 165,904
当 期 純 損 失 76,825
非支配株主に帰属する当期純利益 18,229
親会社株主に帰属する当期純損失 95,055
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連結株主資本等変動計算書

（平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで）

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当期首残高 1,262,736 1,188,979 2,737,132 △603,693 4,585,155

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 ― ― △59,207 ― △59,207

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 損 失

― ― △95,055 ― △95,055

連 結 範 囲 の 変 動 ― ― △10,350 ― △10,350

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

― ― ― ― ―

連結会計年度中の変動額合計 ― ― △164,612 ― △164,612

当期末残高 1,262,736 1,188,979 2,572,520 △603,693 4,420,542
　

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主

持分
純資産
合計その他有価証券

評価差額金

為 替 換 算

調 整 勘 定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 19,394 5,952 7,242 32,590 23,137 170,283 4,811,166

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 ― ― ― ― ― ― △59,207

親会社株主に帰属
する当期純損失

― ― ― ― ― ― △95,055

連結範囲の変動 ― ― ― ― ― ― △10,350

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

10,515 △390 △3,561 6,563 △269 8,204 14,498

連結会計年度中の変動額合計 10,515 △390 △3,561 6,563 △269 8,204 △150,113

当期末残高 29,910 5,562 3,680 39,153 22,868 178,488 4,661,053
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連 結 注 記 表
1. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項等に関する注記
　(1) 連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の数 10社

　 主要な連結子会社の名称 ㈱ホンダカーズ埼玉西
センコンインベストメント㈱
㈱センコンエンタープライズ
センコンテクノサービス㈱
その他６社

前連結会計年度において非連結子会社であった㈱センコンファームは、重要性が増したことにより
当連結会計年度より連結の範囲に含めております。
平成29年４月３日付で、当社を分割会社とする会社分割により、山陰センコン物流㈱を新規設立し
たため、新たに連結の範囲に含めております。
㈱センコンアグリ宮城は、当連結会計年度において新たに設立したため、新たに連結の範囲に含め
ております。

② 非連結子会社の数
非連結子会社の名称

３社
ＫＳユーラシア㈱
ファーイースト・トレーディング㈱
久保洪潤科技発展(大連)有限責任公司

連結の範囲から除いた理由
ＫＳユーラシア㈱は、総資産、営業収益、当期純損益、利益剰余金等のいずれも連結計算書類に重
要な影響を及ぼしておりませんので連結の範囲から除外しております。
ファーイースト・トレーディング㈱及び久保洪潤科技発展(大連)有限責任公司は、重要性が増した
ため子会社となるものの、総資産、営業収益、当期純損益、利益剰余金等のいずれも連結計算書類
に重要な影響を及ぼしておりませんので連結の範囲から除外しております。

　
(2) 持分法の適用に関する事項

① 持分法を適用した非連結子会社または
　 関連会社の数

３社

　 持分法を適用した非連結子会社または
　 関連会社の名称

久保洪潤科技発展(大連)有限責任公司
㈱センコン・デルタ
エヌケープラント㈱

② 持分法を適用しない非連結子会社及び
　 関連会社のうち主要な会社等の名称

ＫＳユーラシア㈱
ＧＦジャパン㈱
㈱リープ

持分法を適用していない理由
持分法を適用していない非連結子会社または関連会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益
剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽
微であり、かつ、全体としても重要性がないためであります。
　

(3) 連結子会社の事業年度に関する事項
連結子会社のうち、仙弓国際貿易有限公司の決算日は12月末日であるため、連結計算書類の作成に
あたっては、３月31日を決算日とした仮決算を行い連結しております。
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　(4) 会計方針に関する事項
　 ① 重要な資産の評価基準及び評価方法
　 ａ．有価証券の評価基準及び評価方法
　 その他有価証券

時価のあるもの……………………決算日の市場価格等に基づく時価法
(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は
移動平均法により算定)

時価のないもの……………………移動平均法による原価法

　 ｂ．デリバティブの評価基準及び評価方法
デ リ バ テ ィ ブ……………………時価法

　 ｃ．たな卸資産の評価基準及び評価方法
　

商 品………………………………主として個別法による原価法
(貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価
切下げの方法により算定）

貯蔵品………………………………最終仕入原価法による原価法
(貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価
切下げの方法により算定）

　 ② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
　 ａ．有形固定資産（リース資産及び太陽光発電設備を除く）

定率法によっております。
ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平
成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によ
っております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 ８～38年
機械装置及び運搬具 ４～20年

ｂ．無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。
なお、ソフトウェア（自社利用）については、社内における見込み利用可能期間
（５年）に基づく定額法によっております。

ｃ．リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

ｄ．太陽光発電設備
定額法によっております。

　 ｅ．長期前払費用
定額法によっております。

　 ③ 重要な引当金の計上基準
　 ａ．貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権
等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

　 ｂ．賞与引当金
従業員に支給する賞与に充てるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上
しております。

　 ｃ．役員賞与引当金
役員に支給する賞与に充てるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上し
ております。
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　 ｄ．役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金に充てるため、当社及び㈱ホンダカーズ埼玉西は、内規に基づく連結会計年
度末要支給額を計上しております。

　 ④ その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
　 退職給付に係る会計処理の方法

　 ａ．退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方
法については、期間定額基準によっております。

　 ｂ．数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定
の年数（５年）による定額法により案分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処
理することとしております。

　 ｃ．小規模企業等における簡便法の採用
一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職一時金制度につい
ては、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とし、確定給付企業年金制度のう
ち、在籍する従業員については、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とし、
年金受給者及び待機者については、直近の年金財政計算上の数理債務をもって退職給付債務と
する方法を用いた簡便法を適用しております。

　 重要な外貨建資産または負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし
て処理しております。なお、在外子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により
円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部にお
ける為替換算調整勘定に含めて計上しております。

　 重要なヘッジ会計の方法
　 ａ．ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。
また、金利スワップ取引について、特例処理の要件を満たしている場合は特例処理を採用して
おります。

　 ｂ．ヘッジ手段とヘッジ対象
長期借入金について、市場金利の変動リスクをヘッジするために、金利スワップ取引を行って
おります。

　 ｃ．ヘッジ方針
金利変動リスクを回避するために、デリバティブ取引を利用することを基本方針としておりま
す。

　 ｄ．ヘッジの有効性評価の方法
ヘッジ開始時から有効性判定の時点までの期間において、ヘッジ対象の相場変動またはキャッ
シュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動またはキャッシュ・フロー変動の累計とを比
較し、両者の変動額を基礎にして判断しております。ただし、特例処理によっている金利スワ
ップについては有効性の評価を省略しております。

　 消費税等の会計処理方法
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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2. 連結貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 8,385,821千円

　
　(2) 担保に供している資産及び担保に係る債務

① 担保に供している資産

定 期 預 金 30,000千円

受取手形及び営業未収入金 10,326千円

建物及び構築物 2,638,414千円

土 地 2,921,975千円

投資有価証券 51,515千円

　 計 5,652,232千円

② 担保に係る債務

営 業 未 払 金 200,144千円

短 期 借 入 金 100,000千円

１年以内返済予定長期借入金 1,125,605千円

長 期 借 入 金 3,421,750千円

未 払 費 用 4,980千円

　 計 4,852,479千円

　
　(3) 当座借越契約

運転資金の効果的な調達を行うため、取引銀行15行と当座借越契約を締結しております。
これらの契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

当座借越契約の総額 3,300,000千円

借入実行残高 1,275,000千円

借入未実行残高 2,025,000千円

　
3. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
　(1) 発行済株式の種類及び総数

　 普通株式 5,651,000株

　
　(2) 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項
　

決 議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たりの
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 35,524 7.5 平成29年３月31日 平成29年６月30日

平成29年10月26日
取締役会

普通株式 23,682 5.0 平成29年９月30日 平成29年12月１日

計 59,207
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　(3) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの
平成30年６月28日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提
案しています。

　 ①配当金の総額 35,524千円

　 ②１株当たりの配当額 7.5円

　 ③基準日 平成30年３月31日

　 ④効力発生日 平成30年６月29日

　 なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。
　
　(4) 当連結会計年度末の新株予約権の目的となる株式の種類及び数

　 普通株式 333,000株

　
4. 金融商品に関する注記
　(1) 金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により
資金を調達しております。
受取手形及び営業未収入金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を図って
おります。
また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行って
おります。
借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であり、一部の長期借入金の
金利変動リスクに対して金利スワップ取引を実施して支払利息の固定化を実施しております。な
お、デリバティブは内部管理規程に従い、実需の範囲で行うこととしております。

　
　(2) 金融商品の時価等に関する事項

平成30年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり
であります。

(単位：千円)

連結貸借対照表
計上額

時価 差額

(1) 現金及び預金 1,990,703 1,990,703 ―

(2) 受取手形及び営業未収入金 1,642,847 1,642,847 ―

(3) 営業貸付金 109,449

貸倒引当金（*1) △28,120

81,329 81,447 117

(4) 投資有価証券 264,986 264,986 ―

(5) 長期貸付金(*2) 1,087,187

貸倒引当金（*1) △240,087

847,099 848,574 1,475

(6) 支払手形及び営業未払金 1,636,736 1,636,736 ―

(7) 短期借入金 1,275,000 1,275,000 ―

(8) １年以内返済予定長期借入金 2,054,724 2,054,724 ―

(9) 長期借入金 6,071,344 6,013,867 △57,477

(10) デリバティブ取引 ― ― ―
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(*1) 営業貸付金及び長期貸付金は個別に計上している貸倒引当金を控除しております。
(*2) １年以内回収予定の長期貸付金は(5)長期貸付金に含めております。
(注) 1. 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

(1)現金及び預金、並びに(2)受取手形及び営業未収入金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価
額によっております。

(3)営業貸付金
貸付金の種類及び期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸付を行った
場合に想定される利率で割り引いて時価を算定しております。また、貸倒懸念債権につ
いては、見積将来キャッシュ・フローの現在価値、または、担保及び保証による回収見
込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は連結決算日における貸借対照
表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額をもって時価と
しております。なお、営業貸付金のうち、当該貸付を担保資産の範囲内に限るなどの特
性により、返済期限を設けていないものについては、返済見込期間及び金利条件等から、
時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、当該帳簿価額を時価としており
ます。

(4)投資有価証券
投資有価証券の時価については、株式等は取引所の価格によっております。

(5)長期貸付金
長期貸付金の時価の算定は、与信管理上の信用リスク区分ごとに、その将来キャッシ
ュ・フローを、国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引
いた現在価値により算定しております。

(6)支払手形及び営業未払金、(7)短期借入金、並びに(8)１年以内返済予定長期借入金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価
額によっております。

(9)長期借入金
長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定さ
れる利率で割り引いて算定する方法によっております。変動金利による長期借入金は金
利スワップの特例処理の対象とされており(下記(10)参照)、当該金利スワップと一体と
して処理された元利金の合計額を、同様の借入を行った場合に適用される合理的に見積
もられる利率で割り引いて算定する方法によっております。

(10)デリバティブ取引
金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体とし
て処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております
（上記(9)参照）。

2. 非上場株式（連結貸借対照表計上額102,152千円）については、市場価格がなく、かつ将来
キャッシュ・フローを見積もることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認
められるため、(4)「投資有価証券」には含めておりません。

　
5. １株当たり情報に関する注記

　 １株当たり純資産額 941円 54銭

　 １株当たり当期純損失 20円 07銭

　
6. 重要な後発事象に関する注記
　 該当事項はありません。
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　連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
平成30年５月22日

センコン物流株式会社
　取 締 役 会 御 中

Ｒ Ｓ Ｍ 清 和 監 査 法 人

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 大 塚 貴 史 ㊞

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 市 川 裕 之 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、センコン物流株式会社

の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、

すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び

連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不

正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示する

ために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場か

ら連結計算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国に

おいて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについ

て合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施す

ることを求めている。
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　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手する

ための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤

謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適

用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもの

ではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な

監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部

統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方

法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書

類の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと

判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、センコン物流株式会社及び連結子会社か

らなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべて

の重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により

記載すべき利害関係はない。
以 上
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貸 借 対 照 表
(平成30年３月31日現在)

(単位：千円)

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 5,066,684 流 動 負 債 4,517,704
現 金 及 び 預 金 928,408 支 払 手 形 348,475
受 取 手 形 86,645 営 業 未 払 金 483,421
営 業 未 収 入 金 1,241,628 電 子 記 録 債 務 200,318
電 子 記 録 債 権 42,319 短 期 借 入 金 995,000
貯 蔵 品 12,765 １年以内返済予定長期借入金 1,874,098
貸 付 金 504,848 リ ー ス 債 務 202,381
関 係 会 社 短 期 貸 付 金 1,897,718 未 払 金 39,579
前 払 費 用 36,434 未 払 費 用 179,099
繰 延 税 金 資 産 31,910 未 払 法 人 税 等 63,833
そ の 他 762,957 未 払 消 費 税 等 63,684
貸 倒 引 当 金 △478,952 前 受 金 9,476

固 定 資 産 9,079,788 預 り 金 8,336
有 形 固 定 資 産 7,610,152 賞 与 引 当 金 50,000
建 物 2,364,079 固 定 負 債 6,040,027
構 築 物 113,196 長 期 借 入 金 4,915,918
機 械 及 び 装 置 24,893 リ ー ス 債 務 738,618
車 輌 運 搬 具 9,122 資 産 除 去 債 務 14,400
工 具 器 具 備 品 93,876 退 職 給 付 引 当 金 177,209
土 地 4,157,564 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 132,778
建 設 仮 勘 定 3,261 預 り 保 証 金 20,322
リ ー ス 資 産 844,159 そ の 他 40,780

無 形 固 定 資 産 60,715 負 債 合 計 10,557,732
借 地 権 13,978 純 資 産 の 部
ソ フ ト ウ ェ ア 12,068 株 主 資 本 3,534,174
リ ー ス 資 産 27,554 資 本 金 1,262,736
電 話 加 入 権 7,114 資 本 剰 余 金 1,189,881

投 資 そ の 他 の 資 産 1,408,919 資 本 準 備 金 1,178,496
投 資 有 価 証 券 335,755 そ の 他 資 本 剰 余 金 11,384
関 係 会 社 株 式 133,027 利 益 剰 余 金 1,685,249
出 資 金 44,556 利 益 準 備 金 79,478
関 係 会 社 出 資 金 46,422 そ の 他 利 益 剰 余 金 1,605,771
出 資 積 立 金 19,009 別 途 積 立 金 1,700,000
長 期 貸 付 金 191,987 繰 越 利 益 剰 余 金 △94,228
関係会社長期貸付金 429,382 自 己 株 式 △603,693
従 業 員 長 期 貸 付 金 6,495 評 価 ・ 換 算 差 額 等 31,698
破 産 更 生 債 権 等 11,312 その他有価証券評価差額金 31,698
長 期 前 払 費 用 5,415 新 株 予 約 権 22,868
差 入 保 証 金 177,576
繰 延 税 金 資 産 114,151
そ の 他 152,415
貸 倒 引 当 金 △258,586 純 資 産 合 計 3,588,740
資 産 合 計 14,146,473 負債及び純資産合計 14,146,473
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損 益 計 算 書

（平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額
営 業 収 益 7,181,965
営 業 原 価 6,595,334
営 業 総 利 益 586,630

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 415,400
営 業 利 益 171,230

営 業 外 収 益
受 取 利 息 42,341
受 取 配 当 金 93,630
受 取 保 険 金 9,109
投 資 有 価 証 券 売 却 益 60,953
そ の 他 40,642 246,677

営 業 外 費 用
支 払 利 息 73,806
為 替 差 損 6,433
そ の 他 17,695 97,935
経 常 利 益 319,972

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 3,457
新 株 予 約 権 戻 入 益 269 3,726

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 0
固 定 資 産 除 却 損 10,955
投 資 有 価 証 券 評 価 損 12
関 係 会 社 株 式 評 価 損 15,300
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 367,842 394,110
税 引 前 当 期 純 損 失 70,411
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 81,671
法 人 税 等 調 整 額 10,055 91,727
当 期 純 損 失 162,138
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株主資本等変動計算書

（平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで）

(単位：千円)
　

株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 1,262,736 1,178,496 11,384 1,189,881

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 ― ― ― ―

当 期 純 損 失 ― ― ― ―

株主資本以外の項目の事業

年度中の変動額 (純額)
― ― ― ―

事業年度中の変動額合計 ― ― ― ―

当期末残高 1,262,736 1,178,496 11,384 1,189,881

　
株 主 資 本

利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 79,478 1,700,000 127,117 1,906,595 △603,693 3,755,520

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 ― ― △59,207 △59,207 ― △59,207

当 期 純 損 失 ― ― △162,138 △162,138 ― △162,138

株主資本以外の項目の事業

年度中の変動額 (純額)
― ― ― ― ― ―

事業年度中の変動額合計 ― ― △221,346 △ 221,346 ― △221,346

当期末残高 79,478 1,700,000 △94,228 1,685,249 △603,693 3,534,174
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(単位：千円)

評価・換算差額等

新 株 予 約 権 純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算

差 額 等 合 計

当期首残高 21,199 21,199 23,137 3,799,857

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 ― ― ― △59,207

当 期 純 損 失 ― ― ― △162,138

株主資本以外の項目の事業

年度中の変動額 (純額)
10,498 10,498 △269 10,229

事業年度中の変動額合計 10,498 10,498 △269 △211,116

当期末残高 31,698 31,698 22,868 3,588,740
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個 別 注 記 表
1. 重要な会計方針

　(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

① 子会社株式及び関連会社株式……移動平均法による原価法

② その他有価証券

　a. 時価のあるもの……決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移動平均法により算定）

　b. 時価のないもの……移動平均法による原価法

　(2) デリバティブの評価基準及び評価方法

デリバティブ………………………時価法

　(3) たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品………………………………最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額について

は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）

　(4) 固定資産の減価償却の方法

　 ａ．有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並び

に平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定

額法によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ８～38年

機械装置及び運搬具 ４～17年

ｂ．無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、ソフトウェア（自社利用）については、社内における見込み利用可能

期間（５年）に基づく定額法によっております。

　 ｃ．リース資産

①所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法により算定してい

ます。

②所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

　 ｄ．長期前払費用

定額法によっております。
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　(5) 引当金の計上基準

　 ａ．貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してお

ります。

　 ｂ．賞与引当金

従業員に支給する賞与に充てるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上

しております。

　 ｃ．退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計

上しております。

退職給付の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法に

ついては、期間定額基準によっております。

また、数理計算上の差異は、各事業年度における発生時の従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数（５年）による定額法により案分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から

費用処理することとしております。

　 ｄ．役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金に充てるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

　

　(6) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

　① ヘッジ会計の方法

　 ａ．ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。

また、金利スワップ取引について、特例処理の要件を充たしている場合は特例処理を採用

しております。

　 ｂ．ヘッジ手段とヘッジ対象

長期借入金について、市場金利の変動リスクをヘッジするために、金利スワップ取引を行

っております。

　 ｃ．ヘッジ方針

金利変動リスクを回避するために、デリバティブ取引を利用することを基本方針としてお

ります。

　 ｄ．ヘッジの有効性評価の方法

ヘッジ開始時から有効性判定の時点までの期間において、ヘッジ対象の相場変動またはキ

ャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動またはキャッシュ・フロー変動の累

計とを比較し、両者の変動額を基礎にして判断しております。ただし、特例処理によって

いる金利スワップについては有効性の評価を省略しております。

　② 消費税等の会計処理方法

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

　③ 退職給付に係る会計処理方法

計算書類において、未認識数理計算上の差異の貸借対照表における取扱いが連結計算書類と

異なっております。
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2. 貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 6,773,384千円
(2) 担保に供している資産及び担保に係る債務
　① 担保に供している資産

定 期 預 金 30,000千円
建 物 1,668,013千円
構 築 物 67,499千円
土 地 2,545,146千円
投資有価証券 51,515千円
　 計 4,362,175千円

　② 担保に係る債務
短期借入金 100,000千円
１年以内返済予定長期借入金 1,016,836千円
長期借入金 2,760,030千円
未 払 費 用 4,980千円
営業未払金 144千円
㈱ホンダカーズ埼玉西 営業債務 200,000千円
㈱センコンエンタープライズ 長期借入金 500,720千円
　 計 4,582,710千円

　
　(3) 当座借越契約

　 運転資金の効果的な調達を行うため、取引銀行９行と当座借越契約を締結しております。
　 これらの契約に基づく当事業年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

当座借越契約の総額 2,300,000千円
借入実行残高 995,000千円
借入未実行残高 1,305,000千円

　
　(4) 保証債務

　 被保証者 　保証金額 　 被保証債務の内容
センコンインベストメント㈱ 66,369千円 金融機関借入に対する保証
㈱センコンエンタープライズ 651,120千円 金融機関借入に対する保証
センコンテクノサービス㈱ 443,180千円 金融機関借入に対する保証
フーズロイヤル㈱ 37,764千円 東銀リース㈱に対するリース債務の保証
㈱ホンダカーズ埼玉西 200,000千円 本田技研工業㈱に対する営業債務の保証
　 計 1,398,433千円

　(5) 関係会社に対する金銭債権債務（区分表示したものを除く）
① 短期金銭債権 715,879千円
② 短期金銭債務 50,241千円
③ 長期金銭債務 174,542千円
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3. 損益計算書に関する注記
　 関係会社との取引高

　 ① 営 業 収 益 85,496千円
　 ② 営 業 費 用 23,854千円
　 ③ 営業取引以外の取引高 34,972千円

　
4. 株主資本等変動計算書に関する注記
　 自己株式の種類及び総数
　 普 通 株 式 914,406株

　
5. 税効果会計に関する注記
　 繰延税金資産の発生の主な原因

繰 延 税 金 資 産

　 退職給付引当金 54,190千円

　 役員退職慰労引当金 40,603千円

　 賞与引当金 17,989千円

　 貸倒引当金 225,539千円

　 資産評価損 7,648千円

　 関係会社株式評価損 94,122千円

　 資産除去債務 4,403千円

　 その他 29,595千円

繰延税金資産小計 474,092千円

　 評 価 性 引 当 額 △314,067千円

繰延税金資産合計 160,025千円

繰 延 税 金 負 債

　 その他有価証券評価差額金 13,963千円

繰延税金負債合計 13,963千円

繰延税金資産の純額 146,062千円
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6. 関連当事者との取引に関する注記
　 子会社等

(単位:千円)

属
性

会社等
の名称

住所 資本金 事業の内容
議決権等の
所有(被所有)
割合(％)

関係内容
取引の内容 取引金額 科 目

期末
残高役員の

兼任等
事業上の
関係

子
会
社

㈱ ホ ン ダ
カ ー ズ 埼
玉西

埼玉県
狭山市

90,000
乗用車販売
事業

所有
直接 84.7

兼任
３名

債務保証
債務保証
(注1)

200,000 ― ―

子
会
社

セ ン コ ン
イ ン ベ ス
ト メ ン ト
㈱

宮城県
名取市

90,000
不動産事業
金融及び
リース事業

所有
直接 100.0

兼任
３名

資金の
援助

資金の貸付
(注3)

64,800
関係会社
短期貸付金

677,724

貸付金の回収 723
関係会社
長期貸付金

59,728

利息の受取 4,575 ― ―

債務保証
債務保証
(注2)

66,369 ― ―

設備の
貸借

リース資産の
取得(注4)

179,835 ― ―

リース債務の
返済

29,610 リース債務 212,579

子
会
社

㈱ セ ン コ
ン エ ン タ
ー プ ラ イ
ズ

宮城県
名取市

30,000

葬祭事業及
び再生可能
エネルギー
事業

所有
直接 100.0

兼任
３名

資金の
援助

資金の貸付
(注3)

30,000
関係会社
短期貸付金

643,700

利息の受取 8,799
関係会社
長期貸付金

215,455

― ―
その他

流動資産(注5)
666,461

債務保証
債務保証
(注2)

651,120 ― ―

子
会
社

セ ン コ ン
テ ク ノ サ
ービス㈱

宮城県
名取市

30,000

中古自動車
販売事業及
び再生可能
エネルギー
事業

所有
直接 75.0
間接 25.0

兼任
２名

債務保証
債務保証
(注2)

443,180 ― ―

子
会
社

㈱ セ ン コ
ン フ ァ ー
ム

宮城県
仙台市
青葉区

10,000 アグリ事業
所有
直接 35.0

兼任
３名

資金の
援助

資金の貸付
(注3)

329,028
関係会社
短期貸付金

(注6)
159,272

貸付金の回収 172,756 ― ―

利息の受取 3,981 ― ―
　
上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれており
ます。

　取引条件及び取引条件の決定方針等
(注) 1. 本田技研工業㈱に対する営業債務に対して債務保証を行っており、当社は不動産を担保提

供しております。なお、保証料は受領しておりません。
2. 金融機関借入等に対して債務保証を行っております。なお、保証料は受領しておりません。
3. 貸付利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。また、貸付金の一

部について、無利息の貸付も含まれております。
4. 取引金額については、市場価格を勘案し、交渉のうえ決定しております。
5. ㈱センコンエンタープライズへの債権に対し、301,178千円の貸倒引当金を計上しておりま

す。また、当事業年度において、55,768千円の貸倒引当金繰入額を計上しております。
6. ㈱センコンファームへの債権に対し、72,838千円の貸倒引当金を計上しております。また、

当事業年度において、同額の貸倒引当金繰入額を計上しております。
　
7. １株当たり情報に関する注記
　 １株当たり純資産額 752円 83銭
　 １株当たり当期純損失 34円 23銭

　
8. 重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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　会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
平成30年５月22日

センコン物流株式会社
　取 締 役 会 御 中

Ｒ Ｓ Ｍ 清 和 監 査 法 人

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 大 塚 貴 史 ㊞

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 市 川 裕 之 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、センコン物流株

式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第59期事業年度の計算

書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注

記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。

これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明

細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及

び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場か

ら計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法

人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査

を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定

し、これに基づき監査を実施することを求めている。
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　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査

証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断によ

り、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリス

クの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性に

ついて意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施

に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその

附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に

は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われ

た見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討

することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと

判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般

に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附

属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に

表示しているものと認める。
　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により

記載すべき利害関係はない。
以 上
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　監査等委員会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書
　当監査等委員会は、平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの第
５９期事業年度における取締役の職務の執行について監査いたしました。その
方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第 399 条の 13 第１項第１号ロ及びハに掲げる事

項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制
（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状
況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明する
とともに、下記の方法で監査を実施しました。

　①監査等委員会が定めた監査の方針に従い、会社の内部統制部門と連携の上、
重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事
項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、
本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、
子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交
換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

　②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを
監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について
報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職
務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131 条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成 17 年
10 月 28 日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必
要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計
算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及
びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連
結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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2. 監査の結果

　(1) 事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正し

く示しているものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する

重大な事実は認められません。

③内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。

また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職

務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

　(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人ＲＳＭ清和監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認め

ます。

　(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人ＲＳＭ清和監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認め

ます。

　平成30年５月25日

センコン物流株式会社 監査等委員会

監査等委員 小 柏 薫 ㊞
監査等委員 佐 藤 裕 一 ㊞
監査等委員 秋 元 雅 宏 ㊞

（注）監査等委員小柏 薫、佐藤裕一及び秋元雅宏は、会社法第２条第15号及び第331条第６項
に規定する社外取締役であります。

以 上
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株主総会参考書類

　議案及び参考事項

　 第１号議案　剰余金の処分の件

剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

１．剰余金の処分に関する事項

　株主の皆様への継続的かつ安定的な配当を実施するため、別途積立金の

一部を取崩し、以下のとおりといたしたいと存じます。

(1) 減少する剰余金の項目及びその額

別途積立金 200,000,000円

(2) 増加する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金 200,000,000円

２．期末配当に関する事項

　当期の期末配当につきましては、株主の皆様への継続的かつ安定的な配

当を実施していくことを基本方針としておりますので、以下のとおり普通

株式１株につき７円50銭を配当させていただきたいと存じます。

　これにより平成29年12月１日に、普通株式１株につき５円を中間配当と

してお支払済みですので、当期の年間配当金は普通株式１株につき12円50

銭となります。

(1) 配当財産の種類

　 金銭といたします。

(2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　 当社普通株式１株につき金７円50銭 35,524,455円

(3) 剰余金の配当が効力を生ずる日

　 平成30年６月29日
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　 第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

本総会終結の時をもって取締役（監査等委員である取締役を除きます。以下、

本議案において同じです。）全員（４名）が任期満了となりますので、取締役４

名の選任をお願いするものであります。

取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する

当社の株式数

１
久 保
く ぼ

田
た

　 晴
は る お

夫
(昭和17年２月22日生)

平成５年９月 当社顧問

33,600株

平成５年11月 当社常務取締役管理副本部長

平成７年３月 当社代表取締役副社長

平成９年６月 当社代表取締役社長

平成11年６月 当社代表取締役会長兼社長兼CEO

平成21年４月 当社代表取締役会長兼社長兼CEO兼営

業本部長

平成27年４月 当社代表取締役会長兼社長兼CEO兼国

際事業部長

平成29年６月 当社代表取締役会長兼CEO（現任）

（重要な兼職の状況）

㈱ホンダカーズ埼玉西代表取締役会長

センコンインベストメント㈱代表取締役社長

㈱センコンエンタープライズ代表取締役社長

センコンテクノサービス㈱代表取締役社長

㈱センコンファーム代表取締役社長

㈱センコンアグリ宮城代表取締役社長

２
久 保
く ぼ た

田　 賢 二
け ん じ

(昭和49年５月21日生)

平成11年４月 当社入社

120,800株

平成18年４月 当社営業本部部長兼第五営業部長

平成19年７月 当社執行役員事業統括副部長兼第五営

業部長

平成21年６月 当社取締役執行役員第三営業部長

平成23年６月 当社取締役常務執行役員経営企画室長

兼営業副本部長兼第二営業部長

平成25年６月 当社取締役副社長

平成27年４月 当社取締役副社長副社長執行役員

平成29年６月 当社代表取締役社長社長執行役員

（現任）
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候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する

当社の株式数

３
及
お い か わ

川　 猛
たける

(昭和30年８月31日生)

昭和57年１月 当社入社

12,200株

平成13年６月 当社営業本部部長(北東北担当)

平成17年６月 当社取締役営業本部部長兼第二営業部

長

平成19年７月 当社取締役常務執行役員事業統括部長

兼第一営業部長

平成25年４月 当社取締役専務執行役員営業本部長兼

第一営業部長

平成27年４月 当社取締役専務執行役員社長室長

平成28年７月 当社専務取締役社長室長

平成29年６月 当社専務取締役社長室長兼アグリビジ

ネス部長（現任）

（重要な兼職の状況）

ＳＫロジネット㈱代表取締役社長

フーズロイヤル㈱代表取締役社長

４
柴
し ば さ き

崎　 敏 明
と し あ き

(昭和37年10月20日生)

昭和56年３月 当社入社

13,200株

平成15年４月 当社総務部長

平成17年６月 当社取締役総務部長

平成19年７月 当社取締役執行役員法務部長兼管理副

本部長

平成23年６月 当社取締役常務執行役員管理本部長兼

法務部長

平成27年４月 当社取締役常務執行役員管理本部長兼

内部監査室長

平成28年７月 当社常務取締役管理本部長兼内部監査

室長（現任）

(注) 各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

　

以 上

― 45 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2018年05月29日 16時07分 $FOLDER; 45ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



〈メ モ 欄〉
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バイタル
ネット

名取北高等学校名取
市役所

増田小

文
文

会場

センコン物流㈱
名取本社←

仙
台

仙
台
バ
イ
パ
ス(

国
道
４
号)

旧
国
道
４
号
線

岩
沼
→

Ｊ
Ｒ
名
取
駅

地球環境に配慮した植物油インキ
 を使用しています

〈会場ご案内図〉

◎交通…JR東北本線 名取駅から徒歩15分

会 場 宮城県名取市下余田字中荷672番地の１
センコン物流株式会社 名取本社会議室
電話（022）382-6127（代表）
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